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１ 単元の目標 

(1) 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。      〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、多様な考えを想定しながら材料を整理し、伝え合

う内容を検討することができる。                〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ話すこと・聞くこと ア 

(3) 進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしながら話し合い、合意形成に向けて考えを広げたり深めた

りすることができる。                            〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ話すこと・聞くこと オ 

(4) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや

考えを伝え合おうとする。                                                 「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

＊本単元では、〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)オを特に重点的に指導し評価する。 

 

３ 教材の特徴 

本教材は、中学校三年間の最後の話合い活動として、身近な社会生活の中から課題を見付け、その解決に向

けて合意形成しながら話し合う活動である。グループで意見を出し合い、一つの具体的な提案に絞り、さらに全

体会議で話し合うという流れである。たとえ自分の意見が採用されなくても、それぞれの意見を統合させ、協力し

合って合意形成を図ることの価値に気付くことができると考える。それぞれの意見をただ統合させるのではなく、

現実的で説得力のある提案になるよう、目的に沿いながら考える力を養う上で有効的であるといえる。合意形成

をするための学習であることを理解させつつ、目的に向かって柔軟に話合いに臨む態度を養いたい。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①具体と抽象など情報と

情報との関係について

理解を深めている 。  

（(2)ア） 

①「話すこと・聞くこと」において、目的や場

面に応じて、社会生活の中から話題を決

め、多様な考えを想定しながら材料を整

理し、伝え合う内容を検討している。 

（Ａ(1)ア） 

②「話すこと・聞くこと」において、進行の仕

方を工夫したり互いの発言を生かしたり

しながら話し合い、合意形成に向けて考え

を広げたり深めたりしている。 （Ａ(1)オ） 

 

①粘り強く各班からの提案を吟

味し、学習の見通しをもって、

合意形成に向けて話し合おう

としている。 

小 
中学校国語科事例２  個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

 

山梨市を背負って立つ議論をしよう 
～合意形成に向けて考えを深める～ 

第３学年 Ａ話すこと・聞くこと（ア・オ） 
                         言語活動例Ａ・イ 

♦本実践の概要 

本実践では、合意形成に向けた話合いにおいて、どのような力が必要か、またその力を習得するためにどの

ようなことを心掛けたいか、生徒自らが考え、個に応じた目標を設定させるため、ＩＣＴ端末を用い撮影し、グル

ープでの話合い活動の様子を可視化した。 

また、生徒が動画を振り返りながら、合意形成に向けた話合いでの自分の課題を明確にし、全体での話合

いに臨むことができるように学習過程を工夫した。 



４ 指導と評価の計画（Ａ「話すこと・聞くこと」１５時間中の５時間） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ １ ○課題意識をもつ 

自分たちが、将来どれくらい山

梨市に住みたいと思っているか

アンケート結果を見る。 

○班ごと話し合い、課題と改善策

を洗い出す。 

○「年齢」という視点でもう一度

課題や解決策を洗い出す。 

・インターネットで調べる、新聞

記事を調べる、生徒同士で相

談するなど方法は各自で選

ぶ。 

○自分が考えていく改善策を１つ

決め、アイディアをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ジャムボードで 

個人の意見を 

共有させる。 

 

・子育て世代の人口が減っていることが読み

取れる統計グラフを見せ、個人の考えを再

構成させる。 

 

 

 

２ ２ ○合意形成に向けて、必要な力は

何か考える。 

 

 

 

 

 

 

 

○グループの中で提案を１つに絞

る話合いの流れを決める。 

○グループごとにどのような提案

をするか決める。 

・話合いの様子を動画で撮影。 

１ 課題と改善策は何か。 

２ 何に重きをおくか。 

 

 

 

 

 

〇撮影した動画を見て，自己分析

を行う。 

・自己を見つめる観点になるよう５つ程度考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・話合いの流れを考えさせる。 

 

・Ｘチャート、グルーピング、座標軸などを使っ

て、実現性や効果などの観点をもとに、理

由のある選択をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な発言を根拠に振り返りを行うよう

指導する。 

 

３ ○グループ内でどのような順番で

提案するか決める。 

・さらに実現可能な提案にするために、どの

ような情報が必要か、どのようなアイディア

が必要か、考えさせる。 

 

［思考・判断・表現①］ 

・観察、ワークシート② 

目的に応じて、社会生活

の中から話題を決め、提

案する内容を検討してい

るか確認する。 

① 目的からそれない力 

② 相手の意見を理解する力（質問・確認） 

③ 相手や自分の主張を批評する分析力 

④ 様々な考え方を受け入れる力（引用） 

⑤ 共通点・相違点から新たな考えを生み出す力 

⑥ 話合いの見通しをもつ力 

他の班のものも参

考に見ることがで

きるため、やりとり

が生まれた。 

縦軸：実現性 

横軸：効果 

［知識・技能①］ 

・観察 

自分の考えを、データ等を

用いて具体的にまとめて

いるか確認する。 

［主体的に取り組む態

度］ 

・ワークシート① 

動画を振り返り、話合い

に向けて、自分の目標を

明らかにしているか確認

する。 



３ ４ 

 

本

時 

○合意形成のためにつけたい力

を確認する。 

 

○進め方を確認する。 

 

 

 

 

○全体討議 

・グループで１つの改善策を決め

る。 

 

〇進め方を振り返る。 

・予定していた進め方と実際の

進め方を比較し評価する。 

・第２時で考えた「合意形成に必要な力」を

想起させる。 

 

 

 

 

 

 

・話合いの様子によって、教師が客観的にそ

れぞれの提案の課題点を指摘する。 

例）電車の本数を増やすには、駅の利用者

数を増やさねばならない。 

・いくつかの「進め方」を共有する。 

 

５ ○振り返り 

・前時の議論の内容を踏まえ、進

め方や話合いにおける力につ

いて評価を行う。 

 

 

 

  

 

５ 本時の指導（第４時） 

（１） 目 標     互いの発言を生かしながら、１つの解決策をクラスで創り上げる。 

（２） 授業の展開 

 学習内容およびその活動 指導及び支援 評価と留意点 

導

入 

１  本時の目標をおさえ、見通し

をもつ。 

 

 

・合意形成に向けて身に付け

たい力を確認する。 

・どれにするか、ではなく統合していく

ことを確認する。 

 

 

「話合いの１UPポイント」 

①見失うな！「～のために」 

②意図を確認「つまり…」 

③比べてみて 

④よいものは盗む 

⑤しばられない 

⑥どうすれば…。 

 

［思考・判断・表現②］ 

・観察、ワークシート② 

進行の仕方を工夫したり

互いの発言を生かしたり

しながら話し合い、合意

形成に向けて考えを広げ

ているか確認する。 

［知識・技能①］ 

・観察 

具体的な提案になるよう

検討しているか確認する。 

互いの意見をいかしながら、クラスで提案を創り上げよう！ 

［主体的に取り組む態

度］ 

・ワークシート① 

なりたい自分に近づける

ように活動できたか確認

する。 

・４人グループを２つに分け、Ａ（１５人）、

Ｂ（１５人）を作る 

・それぞれの司会者を立てる 

・時間は２０分間 

・討議の流れは司会を中心に決める 



展

開 

２  グループごとに、提案の仕方

を確認する。 

３  司会が流れを提示する。 

 

４  話合いを行い、提案を一つに

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司会・記録は教師から指名する。 

 

 

 

・議論が止まってしまったら、どのよう

に話合いを進めるか、整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５  ワークシートに自己評価を記

入する。 

・話し合いの流れと、自分の発言内

容について考えさせる。 

 

 

６ 評価の実際 

【知識・技能】の評価について、第２時において「客観的なデータ等を取り上げながら、自分の考えを具体的に

提案している姿」を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と捉え、総合的に評価した。「他の自治体の様子や山梨市

の統計データなどを参考にしている」姿を「十分満足できる」状況（Ａ）と捉えた。第４時において、各提案の課題

点を示された際に、「それぞれの提案のよさと課題点を結び付けながら意見を述べる」姿を「十分満足できる」

状況と捉え、総合的に評価した。 

【思考・判断・表現】の評価について、第１時において「グループごとの話合いの流れにおいて、観点を意識し

た意見を述べることができる」姿を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と捉えた。「検討の仕方を考え、話合いを進

めている」姿を「十分満足できる」状況（Ａ）と捉えた。 

第４時において、本時の話合いの自分の発言や思考を具体的に示しながら、自己評価している」姿を「おおむ

ね満足」できる状況（Ｂ）と捉え、活動の様子と振り返りシートから総合的には評価した。隣の人と話合う時間を

作った方が意見を出しやすいと判断し、指示した生徒、２つの提案でぶつかったときに、それぞれの主旨を整理し

た生徒など、グループで１つの提案を創るという目標に意識しながら話合いに参加していた生徒を「十分満足で

きる」状況（Ａ）と捉えた。また振り返りシートから「意見を言えていない人もいたから、一人一人意見を言う機会

を作ってもよかった。」「グループの話合いの流れが１つに決まりかけていたところで、自分の意見を無理やり通そ

うとしてしまったので、話し合いを難しくしてしまった。他の人の意見のいいところも認めたい。」「○○さんが、２つ

の提案の共通点を見付けてくれたので、そこから『まず何をすべきか』みんなで決めることができた。」など自分

たちの話合いの問題点やよかった点を見いだせている記述などを「十分満足できる」状況（Ａ）と捉え評価した。 

［思考・判断・表現②］ 

・観察、映像 

自分の意見と他者の意見を比

べたり、他者の意見のよさを引き

出したりしながら、合意形成に向

けて意見を述べている。 

［主体的に学習に取り組む態度

①］ 

・活動の様子、ワークシート 

自分が定めた目標を達成させら

れるように発言したり、考えたりし

ているか確認する。 

Aグループ 

それぞれの班の提案を目的という観

点で分けた。Ｙに一本付け足し、四観

点であると整理した。 

Bグループ 

最初に何に取り組むべきかを

明らかに、全てがつながってい

ると結論付けた。 



【主体的に学習に取り組む態度】の評価について、第２時、第４時において「自分の目標を達成するためにど

のような発言をするか考えている」姿を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と捉えた。「自分の目標を達成すること

と、班やグループで合意を形成することを意識して話し合おうとしている」姿を「十分満足できる」状況（Ａ）と捉

えた。班ごとに出した意見を、大人の目で客観的に見て課題点を示すことで、新しい考えを出す必要性や選択す

る場面を生み出すことにつながった。 

 

 

 

 

 

７ 実践を振り返って（個別最適な学びと協働的な学びについて） 

本実践では、合意形成に向けて必要な６つの力を設定し、班ごとの話合い、グループの話合いを終えたところ

で振り返りを行った。生徒一人一人が本単元の学習でどのような力を身に付けたいか、目標を立て、自己調整し

ながら学習を進めることができることをねらいとした。合意を形成する上で必要な力を事前に示したことで、生徒

一人一人の課題意識が生まれた。個々の能力に応じて、隣の仲間にアイディアが提案する生徒、自分の意見を

発言したいと考える生徒、他者の発言に対する反応を意識している生徒、司会に挑戦する生徒など、自分の目標

に対して、どのように取り組むか自己調整しながら学習に取り組んでいた。また、振り返りシートで自己評価をグ

ラフ化することで、合意形成への意欲が高まるとともに、自分なりの目標や課題を明確にすることができた。生徒

の振り返りの記述からは、個別の目標を明確に設定させることで、生徒が目標と実際の活動を振り返り、学習調

整が行われていた様子を見取ることができた。 

班→個人→４人グループ→グループと繰り返すことで、他者の意見と自己の意見を比較しながら、意見を構築

することができた。また、個人で調べるか、誰かと考えるかを選んで活動する時間を設けた。個人が調べたことを

共有している姿や、新聞からアイディアを得ている姿も見られた。 

１人１台端末上に自分の考えやグループの考えを保存し、自由に閲覧できるようにしたが、生徒が進んで参考

にしたり、全体での話合いを深めるために事前に検討したりする姿も見られ、協働的な学びの手段として１人１台

端末の活用は有効であると感じた。 

グループごとの話合いを終えて、目標に対して自分は

どのように話合いに参加できたのか振り返る。 

これまでの話合いを思い出しながら、自分の不得意な点は

どこなのか、理想の自分を思い描きながら書く。 


